
（別紙３）

～ 令和　7 年　3 月　31 日

（対象者数） 3名 （回答者数） 2名

～ 令和　8 年　3 月　20 日

（対象者数） 6　名 （回答者数） 6　名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・就学を見据えたソーシャルスキルトレー
ニングの強化する。

2

・ICTを活用し、記録や情報共有の効率化
を進め業務負担軽減をさせて支援の時間を
増やして行く。

3
・保護者支援の幅を広げるための相談機会
を増やす。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・業務分担を見直し、職員の負担軽減と効
率化を図る。

2

・事業所ホームページを整備し支援内容・
利用方法を分かりやすく掲載するととも
に、定期的な更新を行う。

3

・他事業所や関係機関との事例共有や情報
交換の機会を設け、支援の幅を広げる工夫
を行う。

○事業所名 アルファキッズ菊川駅前

○保護者評価実施期間 令和　8 年　2 月　10 日

○保護者評価有効回答数

令和　8 年　3 月　10 日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　8 年　4　月　1　日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・専門職との連携機会が少なく、専門的視
点の導入が限定的になりやすい。

・外部専門職とのネットワーク構築に時間
と調整が必要となっているため。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・職員数が限られているため、急な欠員時
の対応に余裕が持ちにくい。

・人材確保が難しく、少人数体制での運営
を余儀なくされているため。

・小規模であるため地域への情報発信や認
知度向上が課題となっている。

・ホームページやSNS等の情報発信ツール
が未整備または更新頻度が低く、外部から
の認知機会が少ない。

・小規模ならではの密な関わりにより、個
別支援計画に基づいた丁寧な支援が実施で
きている。

・毎日のミーティングで支援内容の振り返
りと共有を行っている。

・少人数環境により、落ち着いて安心して
過ごせる療育環境を提供できている。

・視覚支援を積極的に取り入れ、児童が安
心して行動できる環境づくりを行ってい
る。

・保護者との距離が近く、日々のやり取り
を通じて家庭と一体的な支援体制を構築し
ている。

・保護者との日常的なコミュニケーション
を通じて、家庭状況を支援に反映してい
る。

事業所における自己評価総括表公表


